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②小
こ

松
まつ

﨑
ざき

　　　誠
まこと

　大和田
①古
ふる

　橋
はし

　智
とも

　樹
き

　稲吉東五丁目

⑥佐
さ

　藤
とう

　文
ふみ

　雄
お

　稲吉東四丁目
⑤井

い

　坂
さか

　悦
えつ

　司
し

　下志筑
④古
ふる

　川
かわ

　誠
せい

　一
いち

　大和田
③加

か

　固
こ

　豊
とよ

　治
はる

　田　伏

副議長

⑬藤
ふじ

　井
い

　裕
ゆう

　一
いち

牛　渡

新しい議員が誕生新しい議員が誕生
　

就
任
に
あ
た
り
、
一
言
ご
あ

い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

２
月
７
日
開
催
の
第
１
回
臨

時
議
会
に
お
き
ま
し
て
、
多
く

の
議
員
の
皆
様
か
ら
の
ご
推
挙

を
賜
り
、
か
す
み
が
う
ら
市
議

会
議
長
、
副
議
長
の
要
職
に
就

任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
、
衷
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
責
務
の
重
大
さ
を
改
め
て
痛

感
し
て
い
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

今
日
、
経
済
情
勢
が
依
然
と

し
て
不
透
明
な
状
況
の
中
、
少

子
高
齢
化
の
急
速
な
進
展
に
伴

う
社
会
的
課
題
や
地
方
分
権
の

進
展
と
と
も
に
、
地
方
自
治
を

取
り
巻
く
環
境
は
大
変
厳
し
い

状
況
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
議
会
と
執

行
部
が
一
体
と
な
り
、
知
恵
を

出
し
合
い
誠
意
努
力
し
て
ま
い

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

議
会
運
営
に
つ
き
ま
し
て

は
、
議
会
と
執
行
部
の
円
滑
な

運
営
を
基
本
に
、
正
し
い
議
会

運
営
を
目
指
し
て
公
平
な
る
判

断
の
も
と
に
、
各
議
員
が
そ
れ

ぞ
れ
の
力
量
を
十
分
に
発
揮
で

き
る
よ
う
に
配
慮
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

市
議
会
と
し
て
も
市
民
の
皆

様
の
ご
意
見
、
ご
要
望
を
十
分

に
踏
ま
え
、
市
政
の
課
題
解
決

を
目
指
し
魅
力
あ
る
「
み
ん
な

の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
元
気
な
ま

ち
づ
く
り
」
が
実
現
で
き
る
よ

う
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
市
民
の
皆
様
の

ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
心
か
ら
お

願
い
申
し
上
げ
就
任
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

議　長

⑭矢
や

　口
ぐち

　栄
えい

　造
ぞう

下稲吉
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⑩小
こ ざ の

座野　定
さだ

　信
のぶ

　下佐谷
⑨石
いし

　井
い

　幸
ゆき

　雄
お

　加　茂
⑧鈴
すず

　木
き

　良
よし

　道
みち

　下土田
⑦中
なか

　根
ね

　光
みつ

　男
お

　上佐谷

⑳廣
ひろ

　瀬
せ

　義
よし

　彰
あき

　宍　倉
⑲山
やま

　内
うち

　庄
しょう

兵
べ え

衛
　上佐谷

⑱栗
くり

　山
やま

　千
ち

　勝
かつ

　柏　崎
⑰圓

えんじょう

城寺
じ

　正
まさ

　道
みち

　宍　倉

新たなまちづくりへ全力を尽くします
平成19年１月21日執行かすみがうら市議会議員一般選挙において議員と
なった20名を紹介します。任期 ： 平成19年１月28日～平成23年1月27日
※氏名前の丸数字は議席番号

⑯関
せき

　　　利
とし

　夫
お

　下稲吉
⑮桂
かつら

　木
ぎ

　庸
つね

　雄
お

　宍　倉
⑫和

わ

　田
だ

　正
まさ

　美
み

　稲吉南二丁目
⑪矢

や

　口
ぐち

　龍
りゅう

　人
じん

　稲吉東四丁目
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総務委員会（定数７）
常任委員会の所管事項

【所管に関する予算の範囲】
かすみがうら市一般会計（議会費、総務費、消防費、公債費、予備費）、かすみがうら市土地取得
特別会計
【所管に関する関係課】
市長公室（秘書課、広聴広報課、企画課、財政課）総務部（総務課、霞ヶ浦庁舎総務課、検査管財
課、税務課）消防本部（総務課、警防課、予防課）会計課、議会事務局

文教厚生委員会（定数７）

常任委員会の所管事項
【所管に関する予算の範囲】
かすみがうら市一般会計（総務費、民生費、衛生費、労働費、教育費）、かすみがうら市国民健康
保険特別会計、かすみがうら市老人保健特別会計、かすみがうら市介護保険特別会計
【所管に関する関係課】
市民部（国保年金課、霞ヶ浦庁舎市民窓口課、千代田庁舎市民窓口課、中央出張所、宍倉出張所）
保健福祉部（社会福祉課、長寿福祉課、子ども福祉課、健康増進課）教育委員会事務局（学校教育
課、生涯学習課、スポーツ振興課、公民館、図書館、資料館）

委 員 長 小座野　定　信
副委員長 鈴　木　良　道
委　　員 古　橋　智　樹
委　　員 小松﨑　　　誠
委　　員 藤　井　裕　一
委　　員 関　　　利　夫
委　　員 圓城寺　正　道

委 員 長 和　田　正　美
副委員長 桂　木　庸　雄
委　　員 古　川　誠　一
委　　員 佐　藤　文　雄
委　　員 矢　口　龍　人
委　　員 矢　口　栄　造
委　　員 廣　瀬　義　彰
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委 員 長 山　内　庄兵衛

副委員長 石　井　幸　雄

委　　員 加　固　豊　治

委　　員 井　坂　悦　司

委　　員 中　根　光　男

委　　員 栗　山　千　勝

産業建設委員会（定数６）
常任委員会の所管事項

【所管に関する予算の範囲】
かすみがうら市一般会計（総務費、衛生費、労働費、農林水産業費、商工費、土木費、災害復旧費）、
かすみがうら市下水道事業特別会計、かすみがうら市農業集落排水事業特別会計、かすみがうら市
水道事業会計
【所管に関する関係課】
環境経済部（農林水産課、環境保全課、観光商工課）農業委員会事務局、土木部（千代田建設事務
所都市整備課、建設課、下水道課、霞ヶ浦建設事務所建設課、下水道課）水道課

議会運営委員会（定数６）

委員会の所管事項
会期の決定、議事日程、議席の決定（変更）質問の順位（受付順又は抽選）、発言時間、緊急質問

の取り扱い、特別委員会設置の可否、意見書、決議の取り扱い、特殊な請願陳情の取り扱い、議会

関係の条例、規則、規程、内規の取り扱い、先例事項の確認、議会内役員の選考、議会予算などの

議会運営に関する事項、会議規則、委員会条例等に関する事項及び議長の諮問に関する事項の調査、

議案、陳情等の審査、全員協議会等に関するもの。

委 員 長 廣　瀬　義　彰

副委員長 関　　　利　夫

委　　員 中　根　光　男

委　　員 矢　口　龍　人

委　　員 圓城寺　正　道

委　　員 栗　山　千　勝
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市
長　

公
文
書
の
破
棄
に
つ
い
て

は
、
市
文
書
事
務
規
程
に
文
書
事

務
の
処
理
に
関
す
る
事
項
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
規
程
で
は
、
保
管
文
書

及
び
保
存
文
書
の
廃
棄
に
つ
い
て
も
規

定
さ
れ
て
お
り
、
規
程
第
53
条
の
保
管

文
書
に
つ
い
て
は
、
課
長
及
び
施
設
長

が
随
時
調
査
し
、
保
管
の
必
要
が
な
い

と
認
め
ら
れ
る
文
書
を
廃
棄
す
る
も
の

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
職
員
が
公
文
書
を

廃
棄
す
る
場
合
に
は
、
こ
の
規
程
に
よ

り
処
理
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
今
年
度
に

購
入
を
予
定
し
て
い
ま
す
殺
菌
浄
化
装

置
の
設
置
に
よ
り
、
レ
ジ
オ
ネ
ラ
属
菌

の
温
床
で
あ
る
バ
イ
オ
フ
ィ
ル
ム
を
除

去
し
、
あ
る
い
は
生
成
さ
せ
な
い
よ
う

施
設
の
整
備
を
行
う
こ
と
で
適
正
か
つ

安
全
で
衛
生
的
な
管
理
体
制
の
充
実
を

図
り
、
再
び
レ
ジ
オ
ネ
ラ
属
菌
が
発
生

し
な
い
よ
う
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
公
文
書
の
破
棄
に
つ
い
て
伺

う
。

　
あ
じ
さ
い
館
の
運
営
と
レ
ジ
オ

ネ
ラ
属
菌
発
生
に
対
す
る
対
策

に
つ
い
て
伺
う
。

　
市
長　

今
回
の
事
態
を
重
く
受

け
止
め
、
土
浦
保
健
所
の
指
導

の
も
と
、
入
浴
設
備
の
安
全
管
理
・
衛

生
管
理
の
徹
底
、
異
常
事
態
へ
の
対
応

の
明
確
化
、
当
該
施
設
を
運
営
す
る
上

で
委
託
等
を
行
う
事
業
所
の
見
直
し
を

行
う
と
と
も
に
、
関
係
職
員
に
対
し
て

安
全
管
理
・
衛
生
管
理
の
教
育
を
実
施

す
る
な
ど
の
管
理
体
制
の
徹
底
を
図
っ

▲あじさい館

圓
城
寺
正
道 

議
員

QA

Q

A

殺
菌
浄
化
装
置
を
設
置
す
る

Q

レ
ジ
オ
ネ
ラ
属
菌
発
生
に
対
す
る
対
策
は

質 問 事 項
1. 行政関係について
  （1）公文書破棄について
2. 土木行政について
  （1）下水道関係について
3. 財政関係について
  （1）基金保有状況について
4. 教育行政について
  （1）免許更新制・教育再生について
5. 保健福祉行政について
  （1）あじさい館の運営について

A

神立駅周辺地区整備調査特別委員会

◎　山　内　庄兵衛　○　佐　藤　文　雄
　　古　橋　智　樹　　　小松﨑　　　誠
　　古　川　誠　一　　　井　坂　悦　司
※　◎委員長、○副委員長

特別委員会委員決まる

湖北環境衛生組合議会議員

　　加　固　豊　治　　　鈴　木　良　道
　　石　井　幸　雄　　　関　　　利　夫

土浦石岡地方社会教育センター
一部事務組合議会議員

　　古　橋　智　樹　　　小松﨑　　　誠
　　桂　木　庸　雄

新治地方広域事務組合議会議員

　　古　川　誠　一　　　井　坂　悦　司
　　矢　口　龍　人　　　圓城寺　正　道
　　栗　山　千　勝　　　廣　瀬　義　彰

石岡地方斎場組合議会議員

　　佐　藤　文　雄　　　中　根　光　男

一部事務組合議員選出

議会だより編集特別委員会
（詳細は12ページに紹介しています）

かすみがうら市総合計画基本構想審査特別委員会

◎　小座野　定　信　○　和　田　正　美
※　委員は全議員　◎委員長、○副委員長



一般質問（平成18年第４回定例会抜粋）

（7）

る
が
、
市
長
の
所
見
を
伺
う
。

　
市
長　

前
回
の
定
例
会
で
、
特
別

職
報
酬
等
審
議
会
か
ら
の
答
申
に

つ
い
て
改
定
す
る
必
要
が
あ
る
か
ど
う

か
、
ま
た
、
改
定
す
る
時
期
も
含
め
て
検

討
し
て
い
る
と
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
答

申
後
の
議
員
定
数
の
改
正
な
ど
、
情
勢
の

変
化
が
あ
る
た
め
、
市
の
状
況
や
近
隣
自

治
体
の
動
向
等
を
見
据
え
、
再
度
審
議
依

頼
も
含
め
て
検
討
を
重
ね
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
と
も
、
住

民
の
健
康
の
保
護
と
生
活
環
境
を
保
全
す

る
責
務
を
持
つ
こ
と
の
認
識
を
強
く
促
し
、

地
域
の
良
好
な
生
活
環
境
を
確
保
す
る
た

め
、
そ
の
指
導
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
市
民
の
目
線
で
の
行
政

運
営
と
い
う
観
点
に
つ
い
て
は
、
ご
要
望

等
が
あ
れ
ば
、
周
辺
住
民
の
代
表
者
が
、

事
業
者
側
と
対
話
で
き
る
機
会
な
ど
を
つ

く
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
議
員
報
酬
を
上
げ
る
根
拠
は
な
く

現
行
で
良
い
で
は
な
い
か
と
考
え

　
か
す
み
が
う
ら
市
に
隣
接
す
る
養

鶏
場
か
ら
の
悪
臭
の
改
善
と
市
民

の
目
線
で
行
政
運
営
を
す
る
と
い
っ
て
い

る
が
、
そ
の
所
見
に
つ
い
て
伺
う
。

　
市
長　

私
も
直
接
、
石
岡
市
と
と

も
に
現
地
に
赴
き
、
そ
の
現
状
を
確

認
す
る
と
と
も
に
臭
気
対
策
の
説
明
を
求

め
、
養
鶏
場
代
表
者
に
対
し
、
書
面
と
併

せ
ま
し
て
、
臭
気
対
策
の
改
善
に
つ
い
て
、

強
く
要
請
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
事
業

活
動
に
伴
っ
て
生
じ
る
環
境
に
対
す
る
影

響
は
、
企
業
自
身
が
重
大
な
社
会
的
責
任

▲成鶏

栗
山 

千
勝 

議
員

QA

Q

A

QA

地
域
の
良
好
な
生
活
改
善
を
確
保
す
る
た
め
指
導
す
る

養
鶏
場
か
ら
の
悪
臭
の
改
善
は

質 問 事 項

に
つ
い
て
伺
う
。

　
市
長　

市
の
広
域
ル
ー
ト
で
あ
る
国
道

に
つ
い
て
は
、
国
道
６
号
に
石
岡
市
と

か
す
み
が
う
ら
市
で
整
備
し
た
休
憩
施
設
の

恋
瀬
川
ロ
ー
ド
パ
ー
ク
が
、
ま
た
、
国
道
354
号

に
は
、
県
に
よ
り
総
合
施
設
の
玉
造
ふ
れ
あ
い

ラ
ン
ド
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

状
況
の
中
で
、
恋
瀬
川
ロ
ー
ド
パ
ー
ク
の
充
実

を
図
る
と
と
も
に
筑
波
山
や
霞
ヶ
浦
の
広
域
観

光
の
面
か
ら
茨
城
の
情
報
発
信
の
拠
点
と
な
る

よ
う
な
施
設
の
整
備
を
関
係
市
町
村
と
協
力

し
要
望
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

危
惧
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
ら
の
改
善
に

つ
い
て
は
、
霞
ヶ
浦
町
当
時
か
ら
現
在
に
至
る

ま
で
、
執
行
部
、
議
会
関
係
、
区
長
及
び
学

校
関
係
者
よ
り
県
へ
足
を
運
び
、
何
度
も
要
望

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
今
年
3
月
に

は
、
区
長
会
よ
り
土
浦
土
木
事
務
所
長
へ
直
接

要
望
に
伺
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
市
内
に

係
る
国
道
、
県
道
等
が
早
期
に
整
備
さ
れ
る
よ

う
、
関
係
各
位
の
ご
尽
力
を
賜
り
な
が
ら
一
層

の
要
望
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
休
息
・
情
報
発
信
・
地
域
連
携
機
能
を

持
つ
「
道
の
駅
、
ま
ち
の
駅
」
の
設
置

　
霞
ヶ
浦
地
区
の
県
道
整
備
が
遅
れ
て

い
る
が
県
及
び
市
の
対
応
に
つ
い
て
伺

う
。

　
土
木
部
長　

霞
ヶ
浦
地
区
に
は
、
県
道

石
岡
・
田
伏
・
土
浦
線
、
県
道
牛
渡
・

馬
場
山
・
土
浦
線
、
県
道
戸
崎
・
上
稲
吉
線
、

県
道
宍
倉
・
玉
里
線
の
4
つ
の
路
線
が
あ
り
ま

し
て
、
縦
横
に
網
羅
し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
の

路
線
に
つ
い
て
も
、
狭
隘
で
あ
り
、
歩
道
の
未

整
備
区
間
や
排
水
施
設
の
未
整
備
路
線
、
対

面
交
通
も
非
常
に
困
難
な
一
車
線
の
路
線
等
が

多
く
、
通
学
路
と
し
て
も
交
通
の
危
険
等
が

石
井 

幸
雄 

議
員

QA

Q

A

QA

早
期
整
備
さ
れ
る
よ
う
引
き
続
き
要
望
す
る

霞
ヶ
浦
地
区
の
県
道
整
備
の
対
応
は

1. まちづくりについて
  （1）活力ある産業を育てるまちづくりについて
  （2）観光の振興について
2. 道路行政について
  （1）県道、市道の整備について

質 問 事 項
1. 行政全般について
  （1） 議会事務局の職員処分について、議長は、坪井市長に委ねると答弁された件について
  （2） 議会研修旅行の関係資料が一部私文書として処分してしまった、しかし、先の決算特

別委員会で一転して公文書に市職員の文書に対する認識度はいかに
  （3）公金の取り扱いについて
  （4） 歳計外現金５億５千３百余円、担当課、収入役の決裁印、監査委員も決裁、しかし、

５億円が間違っていたとのこと、間違った根拠は
  （5） かすみがうら市に隣接する養鶏場からの悪臭を市長は一日も早く改善させていただき

たい、先の議会で法令的には規制外であると答弁された、その根拠法令は
  （6） 議員報酬を27万円～ 38万円（推定）に上げるやに聞いているが、町村議員も市議会

議員も年間出席日数も議員活動も何の変わりはなく、報酬を上げる根拠もない、特別
職報酬審議会の答申について

  （7） あじさい館入浴施設からのレジオネラ属菌検出で市民への周知と今後の対策、原因は

▲県道石岡・田伏・土浦線



一般質問（平成18年第４回定例会抜粋）

（8）

　
環
境
経
済
部
長　

よ
り
よ

い
広
報
の
あ
り
方
に
つ
い

て
は
、
転
入
転
出
が
多
い
地
域

は
、
ゴ
ミ
収
集
日
の
情
報
が
伝

わ
り
に
く
い
こ
と
も
考
え
ら
れ

ま
す
の
で
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
て
公
開
し
て
い
る
ゴ
ミ
収

集
カ
レ
ン
ダ
ー
を
活
用
し
て
、

中
央
出
張
所
等
に
置
い
て
、
利

用
状
況
を
確
認
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

こ
の
結
果
に
よ
っ
て
談
合
の
有

無
を
判
断
す
る
も
の
で
は
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
今
回
の
一
般
競
争
入
札

の
導
入
に
よ
っ
て
一
定
の
成
果

は
出
て
き
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
６
か
月
分
の
ゴ
ミ
収
集
カ

レ
ン
ダ
ー
の
作
成
に
つ
い

て
は
、
千
代
田
地
区
住
民
の
声

に
真
摯
に
耳
を
傾
け
、
作
成
に

向
け
た
再
検
討
が
で
き
な
い
か

伺
う
。

　
条
件
付
な
が
ら
一
般
競
争

入
札
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

制
度
改
正
後
の
落
札
率
を
調
べ

て
み
る
と
一
定
の
変
化
が
み
ら

れ
ま
す
。
市
長
は
こ
の
結
果
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
伺

う
。

　
市
長　

入
札
制
度
を
改
正

し
、
条
件
付
一
般
競
争
入

札
を
試
行
的
に
導
入
し
た
と
こ

ろ
、
平
均
落
札
率
は
、
以
前
に

比
べ
て
下
が
っ
て
い
ま
す
が
、

▲市のゴミ収集カレンダー

佐
藤 

文
雄 

議
員

QA

Q

A

A

こ
の
結
果
で
談
合
の
有
無
を
判
断
す
る
も
の
で
は
な
い

Q

制
度
改
正
後
の
落
札
率
と
談
合
の
関
連
に
つ
い
て
は

質 問 事 項
1. 入札制度の改善について　（1）入札における落札率と談合の関係について
  （2）随意契約のあり方について　（3）予定価格の事前公表について
  （4）市道㋠６号線迂回路工事入札について　（5）指名入札及び一般競争入札における条件について
2. 行政施策について　（1）建設工事に関わる旧町間の発注バランス（公平性）について
3. 向原土地区画整理事業について　（1）保留地販売について　（2）仮換地の販売について
  （3）債務負担行為の執行について　（4）公開質問書について
４. 水道事業について
  （1）県との契約水量について　（2）水道事業における人口計画について
  （3）水道料金・基本水量の見直しについて
５. 教育行政について　（1）教育基本法の改正について
６. 住み良いまちづくりについて
  （1）廃棄物中間処理場建設について　（2）つくばファームの悪臭対策について
  （3）ゴミ収集カレンダーの作成について

　
保
健
福
祉
部
長　

特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
利
用
ニ

ー
ズ
が
高
く
、
年
々
入
所
希
望
者
が
増
加

す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
現
在
、
入
所
待

機
者
に
つ
い
て
は
、
市
内
の
施
設
に
対
す
る

希
望
申
込
者
が
97
名
お
り
、
こ
の
う
ち
市

内
の
待
機
者
は
49
名
の
状
況
で
す
。
今
後
の

整
備
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
整
備
中
の
整
備

ベ
ッ
ド
数
が
入
所
見
込
み
数
を
充
足
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
以
上
の
施
設
整
備
は
必

要
な
く
、
市
と
し
て
、
整
備
を
推
進
し
て
い

ま
せ
ん
。

系
材
料
を
注
入
す
る
方
法
を
採
用
し
、
過
日
、

補
修
工
事
を
施
工
業
者
の
負
担
で
実
施
し
ま

し
た
。
ロ
ー
ゼ
橋
部
分
は
、
調
整
コ
ン
ク
リ
ー

ト
に
繊
維
補
強
剤
を
投
入
し
、
ヒ
ビ
割
れ
抑

制
を
図
っ
て
い
る
こ
と
や
、
施
工
ス
パ
ン
が
短

い
こ
と
、
ま
た
、
国
道
側
は
ス
パ
ン
が
短
い
た

め
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
、
東
側
は
、

ス
パ
ン
が
西
側
に
比
べ
長
く
、
か
つ
、
施
工
目

地
不
足
と
、
さ
ら
に
補
強
剤
等
の
使
用
が
な

い
た
め
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
老
人
福
祉
施
設
の
整
備
計
画

に
つ
い
て
伺
う
。

　
千
代
田
大
橋
の
ロ
ー
ゼ
橋
よ
り
東
側

に
だ
け
集
中
し
て
ヒ
ビ
割
れ
が
発
生

し
た
原
因
と
国
道
側
に
発
生
し
て
い
な
い
理

由
を
伺
う
。

　
土
木
部
長　

千
代
田
大
橋
の
歩
道
、
横

断
方
向
の
ヒ
ビ
割
れ
は
、
乾
燥
及
び
外

気
温
の
変
化
に
よ
る
影
響
が
顕
著
と
推
測
さ

れ
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
材
料
の
乾
燥
収
縮
に
起

因
す
る
も
の
と
認
識
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
施

工
目
地
の
不
足
も
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
検

討
の
結
果
、
歩
道
部
分
の
ヒ
ビ
割
れ
箇
所
に
、

乾
燥
収
縮
、
防
水
等
の
対
策
の
た
め
、
樹
脂

▲千代田大橋

國
司 

光
文 

議
員

QA

Q

A

QA
施
工
ス
パ
ン
が
長
く
目
地
不
足
、
補
強
剤
等
が
な
い
た
め
と
考
え
る

千
代
田
大
橋
の
東
側
に
ヒ
ビ
割
れ
が
集
中
し
て
生
じ
た
原
因
は

質 問 事 項
1. 行政全般について
  （1）事務事業の調整について　
  （2） 老人施設（グループホームを含む）について
  （3）交際費（特に市長）について
2. 土木行政について
  （1）千代田大橋の陥没、ヒビ割れ対策について
  （2）生活道路の整備について
  （3）Ｕ字溝清掃について
3. 教育行政について
  （1）不登校児童の実態と取り組みについて



一般質問（平成18年第４回定例会抜粋）

（9）

ノ
キ
等
の
実
が
多
く
で
き
森
林
で
カ
メ
ム
シ

が
大
発
生
し
、
本
年
度
に
果
樹
園
に
発
生
し

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
水
田
の
カ
メ
ム
シ
の

発
生
に
つ
い
て
は
、
県
全
体
で
は
平
年
並
み

と
の
こ
と
で
す
が
、
市
内
で
は
例
年
よ
り
発

生
が
多
く
、
ま
た
、
地
域
的
に
多
く
発
生
し

た
地
区
も
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
次
年
度
以

降
の
対
策
と
し
て
は
、（
カ
メ
ム
シ
発
生
に
対

し
ま
し
て
、）
県
の
関
係
機
関
や
農
協
の
営
農

指
導
員
と
の
情
報
交
換
を
よ
り
徹
底
い
た
し

ま
し
て
、
発
生
状
況
や
予
防
策
の
周
知
に
努

め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

霞
ヶ
浦
庁
舎
は
、
災
害
発
生
時
に
は
、
霞
ヶ

浦
地
区
の
防
災
の
拠
点
的
役
割
を
担
う
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。
従
い
ま
し
て
、
安
全
性

や
耐
久
性
を
確
保
し
た
新
し
い
庁
舎
を
目
指

し
ま
し
て
平
成
22
年
の
完
成
が
で
き
る
よ
う

考
え
て
い
ま
す
。

　
カ
メ
ム
シ
の
大
量
発
生
で
大
量
の
卵

が
産
み
付
け
ら
れ
、
来
年
の
対
策
は

ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
伺
う
。

　
環
境
経
済
部
長　

平
成
16
年
の
夏
の

猛
暑
の
影
響
で
平
成
17
年
に
カ
メ
ム

シ
の
餌
と
な
る
球
果
、
い
わ
ゆ
る
ス
ギ
、
ヒ

　
避
難
所
と
し
て
の
要
望
の
あ
る
霞
ヶ

浦
庁
舎
移
転
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

伺
う
。

　
総
務
部
長　

平
成
18
年
２
月
１
日
に

か
す
み
が
う
ら
市
霞
ヶ
浦
庁
舎
建
設

基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
本

年
度
は
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
る
基
本

設
計
に
取
り
組
ん
だ
と
こ
ろ
で
す
。
基
本
設

計
の
中
で
は
、
平
面
計
画
、
敷
地
設
計
を
作

成
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
水
害
を
は
じ
め
と
す

る
災
害
時
の
避
難
場
所
を
兼
ね
早
急
に
建
設

す
べ
き
と
い
う
ご
質
問
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

▲霞ヶ浦庁舎

山
内
庄
兵
衛 

議
員

QA

QA QA

平
成
22
年
完
成
を
目
指
す

霞
ヶ
浦
庁
舎
移
転
の
進
捗
状
況
は

質 問 事 項
1. 一般行政について
  （1）霞ヶ浦庁舎移転について　（2）千代田庁舎について
2. 道路行政について
  （1）五輪堂橋について
3. 農業対策について
  （1）低温と長雨による農業の対策について
  （2） 農作物全般に大量発生したカメムシ対策に

ついて
4. 入札制度について
  （1）入札制度改革について

一
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
計
画
で
は
来
年
度
用
地
買
収

の
区
域
を
前
倒
し
て
現
在
用
地
交
渉
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
、
用
地
の
進
捗
率
は
、
全
体
の
約
９
割

程
度
が
完
了
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
次
年
度
は
、
関

係
機
関
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
工
事
を
中

心
に
事
業
を
進
め
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
完
成
見

通
し
に
つ
い
て
は
、
当
初
計
画
の
半
年
か
ら
１
年
の

早
期
開
通
を
目
途
と
し
て
現
在
進
め
て
い
ま
す
。

　
行
政
制
度
に
係
る
各
種
事
務
事
業
の
調
整

に
つ
い
て
伺
う
。

　
市
長
公
室
長　

市
民
か
ら
の
不
満
や
混
乱

を
生
じ
た
事
業
も
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て

　
国
道
354
号
バ
イ
パ
ス
の
、
道
路
敷
用
地
の

買
収
と
併
せ
工
事
の
見
通
し
を
伺
う
。

　
市
長　

市
道
㋕
二
六
四
四
号
線
整
備
事
業

と
し
て
、
特
例
債
事
業
及
び
茨
城
県
合
併

市
町
村
幹
線
道
路
緊
急
整
備
支
援
事
業
と
し
て
指

定
を
さ
れ
、
そ
の
整
備
計
画
に
は
事
業
完
了
ま
で

の
期
間
を
５
年
と
定
め
承
認
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
の
霞
ヶ
浦
大
橋
の
無
料
化
に
伴
い
、
通
過

交
通
量
が
予
想
を
上
回
る
状
況
に
よ
り
、
屈
曲
、

狭
隘
箇
所
は
危
険
な
状
況
に
あ
り
、
本
事
業
の
早

期
完
成
を
望
む
声
が
多
方
面
よ
り
寄
せ
ら
れ
て
い

る
状
況
で
す
。
早
期
完
成
に
は
用
地
の
確
保
が
第

▲市道㋕2644号線

桂
木 

庸
雄 

議
員

QA

QA

QA

当
初
計
画
よ
り
早
期
開
通
を
目
途
と
し
て
進
め
て
い
る

国
道
354
号
バ
イ
パ
ス
工
事
の
見
通
し
は

1. 道路行政について
  （1）国道 354 号バイパスについて
  （2）危険箇所の対応について
2. 防災行政について
  （1）消防行政の今後について
  （2）防災マップ、洪水ハザードマップについて
3. 行政改革について
  （1）行政制度の調整について
4. 教育問題について
  （1）校内暴力、「いじめ」について

質 問 事 項

い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
中
で
、
施
策
の
内

容
や
手
法
を
評
価
す
る
制
度
の
導
入
、
近
隣
自
治

体
と
の
広
域
的
な
行
政
課
題
へ
の
対
応
、
公
共
施

設
の
有
効
利
用
の
検
討
や
未
利
用
財
産
の
処
分
、

市
民
と
の
協
働
に
よ
る
行
政
運
営
の
推
進
や
公

正
、
透
明
性
の
確
保
と
向
上
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

視
点
か
ら
事
務
事
業
の
見
直
し
を
検
討
し
て
い
ま

す
。
事
務
事
業
の
再
編
・
整
理
に
つ
い
て
は
、現
在
、

総
合
計
画
の
中
で
、
実
施
計
画
の
策
定
作
業
を
進

め
て
お
り
、
今
後
、
取
り
組
む
評
価
シ
ス
テ
ム
や

事
業
型
予
算
編
成
な
ど
を
見
込
ん
だ
事
務
事
業
の

洗
い
出
し
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
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と
把
握
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
延
長
に
は
、

農
道
的
な
も
の
も
含
ま
れ
て
い
ま
し
て
、
生

活
、
つ
ま
り
、
住
宅
に
関
わ
る
限
定
し
た
調

査
は
行
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
計
画

立
案
に
つ
い
て
は
、
現
地
調
査
を
実
施
し
ま

し
て
、
緊
急
性
、
重
要
性
、
さ
ら
に
は
効
果

な
ど
を
判
断
し
な
が
ら
、
年
次
的
に
計
画
の

法
線
、
あ
る
い
は
、
要
望
事
業
等
の
優
先
計

画
の
立
案
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

緊
急
車
両
の
通
行
が
不
可
能
な
箇
所
の
整

備
と
い
う
こ
と
も
、
そ
の
判
断
の
要
素
と
し

て
考
え
て
い
ま
す
。

な
が
ら
、近
隣
市
町
村
の
状
況
な
ど
を
調
査
、

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
消
防
車
、
救
急
車
が
通
行
で
き
な
い

生
活
道
路
の
実
態
把
握
と
各
地
域
か

ら
の
要
望
に
対
す
る
優
先
計
画
立
案
に
つ
い

て
伺
う
。

　
土
木
部
長　

市
消
防
本
部
に
配
備
さ

れ
て
い
ま
す
車
両
等
が
通
行
で
き
な

い
道
路
の
幅
員
は
、
現
状
で
は
３
ｍ
未
満
と

い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。
土
木
部
、
部

内
の
管
理
デ
ー
タ
か
ら
す
る
と
、
幅
員
3.5
ｍ

未
満
の
道
路
の
延
長
に
つ
い
て
、
約
一
千
㎞

　
女
性
医
師
に
よ
る
女
性
健
康
相
談
室

の
開
設
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　
保
健
福
祉
部
長　

本
市
の
女
性
の
た

め
の
健
康
相
談
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

女
性
の
方
を
対
象
に
各
種
の
集
団
検
診
、
さ

ら
に
は
、
毎
週
水
曜
日
で
あ
り
ま
す
が
、
月

４
回
の
定
例
の
健
康
相
談
等
、
こ
れ
に
つ
い

て
は
、女
性
医
師
の
方
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

保
健
師
が
相
談
に
当
た
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
今
後
の
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
、
相
談
窓
口
の
な
お
一
層
の
充
実
を
図
り

中
根 

光
男 

議
員

QA

QA

A

近
隣
市
町
村
の
状
況
を
調
査
し
検
討
す
る

Q

女
性
医
師
に
よ
る
健
康
相
談
室
の
開
設
は

質 問 事 項
1. 教育行政について
  （1）学校内のいじめについて
  （2）各学校での子どもを守る防犯対策について
  （3）不登校児童の対策について
2. 農業行政について　（1）補助制度について
3. 文化行政について　（1）文化遺産の継承について
4. 保健行政について　
  （1）女性医師による女性健康相談室の開設について
5. 土木行政について　　
  （1）消防車、救急車が通行できない生活道路について

　
土
木
部
長　

こ
の
交
差
点
に
つ
い
て

は
、
以
前
、
地
権
者
の
同
意
を
得
ま

し
て
、
部
分
的
に
拡
幅
し
た
経
過
が
あ
り
ま

す
が
、
平
面
交
差
の
交
差
角
に
つ
い
て
は
、

直
角
あ
る
い
は
そ
れ
に
近
い
角
度
で
交
差
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

そ
う
い
っ
た
こ
と
が
根
本
的
に
解
決
に
至
っ

て
い
な
い
の
が
実
情
で
す
。
今
後
、
交
差
点

の
安
全
性
と
交
通
処
理
能
力
を
確
保
す
る
た

め
、関
係
機
関
と
協
議
を
進
め
る
と
と
も
に
、

地
権
者
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
事

業
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
西
口
地
区
区
画

整
理
事
業
の
完
了
後
は
東
口
を
含
め
た
周
辺

の
道
路
整
備
が
茨
城
県
を
は
じ
め
土
浦
市
・

か
す
み
が
う
ら
市
に
お
い
て
具
体
的
に
検
討

さ
れ
る
も
の
と
考
え
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
整

備
が
進
捗
す
る
こ
と
に
よ
り
周
辺
幹
線
道
路

等
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
容
易
に
な
る
こ
と
か
ら
、

現
在
の
神
立
駅
前
を
通
過
す
る
県
道
牛
渡
・

馬
場
山
・
土
浦
線
、
県
道
戸
崎
・
上
稲
吉
線

の
渋
滞
が
緩
和
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　
県
道
馬
場
山
・
土
浦
線
と
市
道
の
隅
切
り
部

分
を
今
後
ど
う
解
決
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

　
都
市
計
画
道
路
の
整
備
と
Ｊ
Ｒ
神
立

駅
周
辺
の
整
備
に
つ
い
て
の
進
捗
状

況
を
伺
う
。

　
土
木
部
長　

現
在
、
神
立
駅
西
口
地

区
土
地
区
画
整
理
事
業
と
し
て
の
整

備
計
画
を
土
浦
市
と
共
同
で
推
進
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
都
市
計
画
道
路
、
神
立
停
車

場
線
の
整
備
も
合
わ
せ
て
整
備
す
る
こ
と
で

土
浦
市
と
も
意
思
の
決
定
が
な
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
県
施
工
に
よ
る
都
市
計
画
道
路
、

真
鍋
・
神
立
線
の
整
備
も
西
口
地
区
の
整
備

状
況
に
よ
り
施
工
検
討
が
さ
れ
る
も
の
と
考

▲JR神立駅

QA

Q QA

整
備
計
画
を
土
浦
市
と
共
同
で
推
進
し
て
い
る

Ｊ
Ｒ
神
立
駅
周
辺
の
整
備
の
進
捗
状
況
は

質 問 事 項

西
塚 　

勇 

議
員

1. 行政改革について
  （1）特例債と平成19年度の予算について
  （2）職員の指導について　（3）入札と談合について
2. 環境行政について
  （1）つくばファームの悪臭について
3. 土木行政について
  （1）都市計画道路整備について　（2）JR神立駅周辺の整備について
  （3）バイパス計画について　（4）道路整備について
4. 教育行政全般について　（1）教育行政について
5. 農業行政について　　　（1）農業と水産業の育成について
6. 保健行政について　　　（1）保健、医療について

A



議案のあらまし

（11）

議
案
第
99
号

　

 

平
成
18
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

可
決

議
案
第
100
号

　

 

平
成
18
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）　

可
決

議
案
第
101
号

　

 
平
成
18
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
介

護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）　

可
決

議
案
第
102
号

　

 

平
成
18
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
水

道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

可
決

発
議
第
３
号

　

 

か
す
み
が
う
ら
市
議
会
委
員
会
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て　

可
決

発
議
第
４
号

　

 

か
す
み
が
う
ら
市
議
会
会
議
規
則

の
一
部
改
正
に
つ
い
て　

可
決

議
長
発
議

　

閉
会
中
の
継
続
調
査
に
つ
い
て

　

決
定　

議
案
第
91
号

　

 

か
す
み
が
う
ら
市
オ
フ
ト
ー
ク
通

信
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
廃
止
に
つ
い
て　

可
決

議
案
第
92
号

　

 

か
す
み
が
う
ら
市
職
員
の
定
年
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て　

可
決

議
案
第
93
号

　

 

か
す
み
が
う
ら
市
特
別
職
の
職
員

で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て　

可
決

議
案
第
94
号

　

 

か
す
み
が
う
ら
市
体
育
施
設
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て　

可
決

議
案
第
95
号

　

 

か
す
み
が
う
ら
市
千
代
田
Ｂ
＆
Ｇ

海
洋
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て　

可
決

議
案
第
96
号

　

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

　

可
決

議
案
第
97
号

　

 

湖
北
環
境
衛
生
組
合
規
約
の
変
更

に
つ
い
て　

可
決

議
案
第
98
号

　

 

茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
設
置
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

　

可
決

11
月
28
日
か
ら
12
月
７
日
ま
で

選
挙
第
１
号

　

議
長
の
選
挙　

　

矢
口　

栄
造
議
員　

当
選

選
挙
第
２
号

　

副
議
長
の
選
挙

　

藤
井　

裕
一
議
員　

当
選

選
挙
第
３
号

　

 

湖
北
環
境
衛
生
組
合
議
会
議
員
の

選
挙

選
挙
第
４
号

　

 

土
浦
石
岡
地
方
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

一
部
事
務
組
合
議
会
議
員
の
選
挙

選
挙
第
５
号

　

 

新
治
地
方
広
域
事
務
組
合
議
会
議

員
の
選
挙

選
挙
第
６
号

　

 

石
岡
地
方
斎
場
組
合
議
会
議
員
の
選
挙

決
定
し
た
一
部
事
務
組
合
議
会

　
（
議
員
名
は
６
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

議
案
第
１
号

　

 
平
成
18
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）　

可
決

議
案
第
２
号

　

 

平
成
18
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
介

護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

４
号
）　

可
決

議
案
第
３
号

　

 

か
す
み
が
う
ら
市
総
合
計
画
基
本

構
想
に
つ
い
て　

継
続
審
査

議
長
発
議

　

閉
会
中
の
継
続
調
査
に
つ
い
て

　

決
定

平
成
18
年
第
４
回
定
例
会
議
案
の
あ
ら
ま
し

平
成
19
年
第
１
回
臨
時
会

２
月
７
日

平成19年１月30日撮影
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今
年
は
、
記
録
的
な
暖
冬
に
よ

り
農
作
物
や
他
産
業
で
の
影
響
が

心
配
さ
れ
ま
す
。

　
「
か
す
み
が
う
ら
市
」
も
合
併

以
来
三
年
目
を
迎
え
、
年
明
け

早
々
初
の
市
議
会
議
員
選
挙
が
行

わ
れ
、
定
数
が
約
半
数
の
二
十
名

と
な
り
、
課
せ
ら
れ
る
責
務
の
重

大
さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
「
新
市
建
設
計
画
」
に

も
と
づ
き
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り

の
方
針
と
す
る
「
か
す
み
が
う
ら

市
総
合
計
画
」
を
策
定
し
、
市
民

ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
応
え
る
よ
う

努
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
し

て
、
議
会
の
役
割
は
適
正
で
効
率

的
な
行
財
政
の
運
営
を
目
指
す

「
市
民
全
体
の
立
場
に
立
っ
て
」

の
評
価
で
あ
り
、
監
視
で
あ
る
べ

き
と
言
わ
れ
ま
す
。

　

議
会
全
体
の
活
動
内
容
を
議
会

だ
よ
り
の
編
集
に
よ
っ
て
皆
様
方

に
お
知
ら
せ
す
る
よ
う
努
め
ま

す
。
ご
意
見
を
い
た
だ
け
ま
す
れ

ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
寒
暖
の
差
が
は
げ
し
い
時
節

で
す
が
、
お
体
に
は
十
分
ご
自
愛

く
だ
さ
い
。

（
編
集
委
員
長　

桂
木
庸
雄
）

詳しいことは、議会事務局へお問い合わせください。
電話  0299（59）2111　内線 1302
ホームページ　http://www.city.kasumigaura.ibaraki.jp/gikai/
メールアドレス　gikai@city.kasumigaura.ibaraki.jp

編
集
後
記

　

平
成
19
年
第
１
回
定
例
市
議
会
は
、３
月
８
日
（
木
）

か
ら
開
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。会
期
日
程
に
つ
い
て
は
、

お
知
ら
せ
版
に
よ
り
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
本
会
議
は
ど
な
た
で
も
傍
聴
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

第
１
回
定
例
会
市
議
会
の
お
知
ら
せ

一
般
質
問
と
は

　

議
員
が
、
そ
の
属
す
る
地
方
公
共

団
体
の
行
政
全
般
に
わ
た
り
、
執
行

機
関
に
対
し
て
事
務
の
執
行
状
況
及

び
将
来
に
対
す
る
方
針
等
に
つ
い
て

所
信
を
質
し
、
あ
る
い
は
報
告
、
説

明
を
求
め
又
は
疑
問
を
質
す
こ
と
を

い
い
ま
す
。
質
問
の
対
象
、範
囲
は
、

当
該
団
体
の
一
般
事
務
で
す
が
、
こ

の
「
一
般
事
務
」
と
は
、
地
方
公
共

団
体
の
事
務
の
ほ
か
、
法
定
受
託
事

務
に
も
及
ぶ
も
の
と
解
さ
れ
て
い
ま

す
。
一
般
質
問
を
す
る
場
合
は
、
原

則
と
し
て
通
告
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

委 員 長 桂　木　庸　雄

副委員長 中　根　光　男

委　　員 古　橋　智　樹

委　　員 加　固　豊　治

委　　員 藤　井　裕　一

議会だより編集特別委員会

　私たち５名が、議会だより編集特別委員会
委員になりましたので、今後ともよろしくお
願いいたします。


